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シリーズ企画 : 「在ルコト」その3　青木 挙展
投稿者： Yuragi 投稿日時： 2014-5-22 22:34:10 (1265 ヒット)

揺シリーズ企画「在ルコト」その3
青木 挙展

2014.5.27(火)～6月8(日) 月曜休廊
12:00～19:00(最終日17:00)

「在ルコト」によせて

地面を焼き溶かす

窯をぶっ壊すほどの

エネルギーを込めた物を作りたかった

自分の中にある狂気な一面を　　　　　　　 (青木 挙)

三橋登美栄のブログ「青木 挙 展（2014.5.27～6.8）を終えて」もご覧ください

トラックバック・コメント ( 0 )

展覧会情報 : group86/74/65展
投稿者： Yuragi 投稿日時： 2014-5-7 22:29:54 (1566 ヒット)

group86/74/65展
林 康夫　立体(陶)
中馬 泰文　平面(絵画)
木村 秀樹　平面(版画)
高橋 享　構成

2014.5.13(火)―25(日)　月曜休廊
12:00―19:00(最終日17:00)

横から縦へグループ展

　京都・大阪の３人の作家によって「group81」展が大阪の画廊で開かれたのは2009年である。このグループがユニークだった
のは、年ごとに歳を重ねたことだ。翌年の開催では「group82」となり、次は「group83」というふうに。その歳は３人共通の実
年齢で、作家たちが歳をとるのにつれてグループ名もトシをとる。作家もグループもトシをとるけれども、作品自体はトシをとら
ないというのがひそかな自負だった。
　だが人間そのものはトシに勝てない。2013年開催の「group85」が区切りになった。いつメンバーが欠けてもふしぎでない高
齢のグループだから、そのさいは年齢にこだわらず新たな作家をゲストとして迎えるつもりだったのが、この年不意に２人が世を
去ったのは、いささか話が違った。
　だが芸術はトシに負けない。京都・北白川のギャラリー揺で再生の幸運に恵まれたのが今回のグループ展「group86/74/65」
である。この三つの数字もメンバーそれぞれの年齢を表している。86は独自の立体造形を追求する陶芸の林康夫で、「group85」
からの唯一のつなぎ手となる。74は版画を主に軽妙な表現をつづける中馬泰文。65は同じく版画を基本にしながら立体空間へ視
線を導く木村秀樹。いずれも京都在住の作家としてよく知られる。

　同年齢で横にならんだ大阪のグループ展から、縦につながる京都のグループ展へ。どうぞ北白川へ。　高橋 享

三橋登美栄のブログ「Group86/74/65展を終えて」もご覧ください

トラックバック・コメント ( 0 )

展覧会情報 : 中尾美園展
投稿者： Yuragi 投稿日時： 2014-4-19 9:22:54 (1633 ヒット)

中尾美園展
ー山水ー

2014.4.29(火)―5.11(日)　5（月）休廊
12:00―19:00(最終日17:00)

町も、人も、植物も、机も、ボールペンも、全ては地上に等しく存在し、価値のあるような・・・ないような・・・気がしていま
す。
一枚の葉から庭へ、庭を内包した土地へ、そのまた大きな揺りかごへとイメージを遊ばせながら。

布に描いた作品とドローイング、陶器の小さなオブジェなどを展示いたします。　（中尾美園）

三橋登美栄のブログ「中尾美園展「山水」を終えて」もご覧ください

トラックバック・コメント ( 0 )

シリーズ企画 : 「在ルコト」その２　築山有城展
投稿者： Yuragi 投稿日時： 2014-3-25 18:30:01 (1194 ヒット)

揺シリーズ企画「在ルコト」その２
築山有城展―木が輝くとき―

2014.4.8(火)～20(日) 月曜休廊
12:00～19:00(最終日17:00)

本展で使用する木材は全て一旦用途の終わったいわゆる廃材を使っています。
木にとって、その一生で最も輝いていた時はいつなんだろう？
打ち捨てられようとしていた材料を集め、切断し、彫り、繋ぎ、よく観てみる。
木目や節は木が生きてきた歴史を物語り、全く同じ表情のものはふたつとしてありません。
彫刻家として、素材がそこに在ることを嬉しく感じ、木との出会いを楽しみたいと思います。
　　　　　　　　　 （ 築山有城）

三橋登美栄のブログ「築山有城展―木が輝くとき―（2014.4.8～20）を終えて」もご覧ください

トラックバック・コメント ( 0 )

シリーズ企画 : 「在ルコト」その１　泉 洋平展
投稿者： Yuragi 投稿日時： 2014-2-24 20:31:27 (1548 ヒット)

揺シリーズ企画「在ルコト」その１
泉 洋平展―庭に通す―

2014.3.11(火)～23(日) 月曜休廊
12:00～19:00(最終日17:00)

近年の自分の作品は、色や形は在れど
中身を持たなくなっていっていると思います。
そこに在って、人と空間と関係し合い、表面での広がりに興味があるのです。 (泉 洋平)

三橋登美栄のブログ「泉洋平展―庭に通す―（2014.3.11～23）を終えて」もご覧ください。

トラックバック・コメント ( 0 )

シリーズ企画 : 「ズレII」その４　三橋登美栄展
投稿者： Yuragi 投稿日時： 2013-11-25 11:57:02 (1062 ヒット)

揺シリーズ企画「ズレII」その４
三橋登美栄展―Future of Children―

2013.12.3(火)～15(日) 月曜休廊
12:00～19:00(最終日17:00)

一般的にマイナスイメージと思われている「ズレ」がテーマです。
ズレの隙間や違和感をアートで表現する揺シリーズ企画「ズレ」の最後の展覧会です。

世代のズレや異国間のズレの垣根を越えて、
世界中の子どもたちの未来に目を向けて考えなければならない事が山積みです。 (三橋登美栄)

三橋登美栄のブログ「三橋登美栄展（2013.12.3～15）を終えて 」もご覧ください

トラックバック・コメント ( 0 )

展覧会情報 : 堀田淳一展
投稿者： Yuragi 投稿日時： 2013-11-13 21:36:55 (1318 ヒット)

堀田淳一展
ーButsu Butsuー

2013.11.19(火)―12.1(日)
25（月）休廊
12:00―19:00(最終日17:00)

最近、だいぶん「ＢＵＳＴＵ　ＢＵＳＴＵ」　してます。
作品のブツブツは、乳首ですね。
小っちゃな乳首がいっぱいあってイライラしたり、幸せになったり気に入ってます。
でも、日ごろはやっぱり、ブツブツ言ってますけどね。 　 ( 堀田淳一)

三橋登美栄のブログ「堀田淳一展(2013.11.19～12.1)を終えて」もご覧ください

トラックバック・コメント ( 0 )

展覧会情報 : 内田恭子展
投稿者： Yuragi 投稿日時： 2013-11-2 16:23:24 (2038 ヒット)

内田恭子展
ーなかのそとー
inside-outside

2013.11.5(火)―17(日)
11（月）休廊
12:00―19:00(最終日17:00)

作家在廊日 ５,８,9,１０,１５,１６,１７日

最近の陶での仕事は人間のカタチをしています。

目鼻口はなく白色で両手に入るくらいの大きさです。

「白人間」といいます。

だれにでもありそうなキモチを抱いた白人間、

観て触れて感じられる空間になればと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（内田恭子）
　　

三橋登美栄のブログ「内田恭子展「なかのそと」(2013.11.5～17)を終えて」もご覧ください

トラックバック・コメント ( 0 )

展覧会情報 : 白井千尋展
投稿者： Yuragi 投稿日時： 2013-10-20 22:25:31 (1389 ヒット)

白井千尋展
2013.10.22(火)―11月3(日)
28（月）休廊
12:00―19:00(最終日17:00)

単純で、気持ちのよい
空間、かたち。

それが、私の仕事です。

To create simple forms in comfortable space ̶ is my work.　　（白井千尋）

三橋登美栄のブログ「白井千尋展（2013.10.22～11.3）を終えて」もご覧ください

トラックバック・コメント ( 0 )

展覧会情報 : 初谷記代子展
投稿者： Yuragi 投稿日時： 2013-10-1 0:04:17 (4621 ヒット)

初谷記代子展
ー夢のあと・さきー

2013.10.15(火)―20(日)
12:00―19:00(最終日17:00)

揺の空間をすべて使って陶(立体)と、鉛筆画(平面)で「夢のあと・さき」を表現してみました。
白と黒だけの空間のなかで、あなたの色、あなたの夢を感じて下さい。　　　（初谷記代子）

三橋登美栄のブログ「初谷記代子展（2013.10.15～20）を終えて」もご覧ください

トラックバック・コメント ( 0 )

展覧会情報 : 金沢健一展
投稿者： Yuragi 投稿日時： 2013-9-15 22:07:06 (2610 ヒット)

金沢健一展
ー自由になるための規則と偶然ー

2013.10.1(火)―13(日)
7(月)休廊
12:00―19:00(最終日17:00)

造形上の規則や自分ではコントロールできない素材の性質の向こうに自分の好みや、審美眼を超えた造形の可能性を見いだしてみ
たい。
今展ではこのテーマの元に2002年から現在までの新旧合わせた作品の展示となる。　　　　　　　　　　（ 金沢健一）

三橋登美栄のブログ「金沢健一展（2013.10.1～13）を終えて」もご覧ください

トラックバック・コメント ( 0 )

シリーズ企画 : 「ズレ」IIその3 林勇気展
投稿者： Yuragi 投稿日時： 2013-8-23 21:50:11 (4512 ヒット)

ギャラリー揺　シリーズ企画「ズレ」IIその3
林 勇気 展「the world-つづきのための地図-」
サウンド制作：Polar M　展示協力：岡山泰士（mono.）

2013.9.3(火)～15(日) 9(月)休廊
12:00～19:00(最終日は17:00まで)

ギャラリー揺で5年前に個展をさせて頂きました。 5年前にアトリエからギャラリー揺までの道中で撮影した写真と、5年後にアト
リエからギャラリーまでの道中で撮影した写真を接続して地図をえがく試みをいたします。

5年前に撮影した写真のデータを見直すことから作品の制作がはじまりました。5年間というのは短いようで長い時間です。経過し
た時間のなかで失ったものの多さにおどろかされます。それは誰だってそうなのだと思います。時間の経過はあらゆる物事を変化
させ喪失させていきます。すべては残像になり、それすら曖昧になっていきます。だからこそ、カメラやビデオやスマートフォン
などで撮影し、ネットにアップロードしたり共有したりするのではないのでしょうか。そんな事を考えながら記憶や記録のデータ
をつなぎあわせて映像を制作しています。 （ 林 勇気）

･･････････････････････････････････････････････････
･･････････････････････････････････････････････････

林勇気

1976 京都生まれ
1997 映像の制作をはじめる
現在、宝塚大学造形芸術学部准教授

主な個展
2007 gallery neutron（京都）
2008 世田谷ものづくり学校 IID gallery（東京）
2008 ギャラリー揺（京都）
2009 neutron tokyo（東京）
2010 ギャラリーヤマキファインアート (神戸)
2011 兵庫県立美術館（神戸）
2012 南山城村AIR 青い家(京都)

主なグループ展など
2002 「イメージフォーラムフェスティバル」 （新宿パークタワー / 東京、横浜美術館 / 神奈川、他）
2002 「バンクーバー国際映画祭」(カナダ）
2003 「STARTART001」（細見美術館 / 京都）
2003 「香港国際映画祭」(香港）
2004 「アウト ザ ウインドウ」 （国際交流基金フォーラム / 東京、Project Space ZIP / 韓国）
2006 「トロント・リール・アジアン国際映画祭」(カナダ）
2007 「トランスメディアーレ」（ドイツ・ベルリン）
2007 「新進アーティストの発見in あいち」 （愛知芸術文化センター / 愛知）
2008 「Art Court Frontier 2008 #6」 （アートコートギャラリー / 大阪）
2009 「Re:membering Next of Japan」 （Doosan art center, Gallery loop / 韓国）
2009 「migratory - 世界に迷い込む - 」 （アートコートギャラリー / 大阪）
2009 「白昼夢 Daydream」 (愛知県美術館ギャラリー H, I 室 / 愛知）
2010 「ふれて / みる」（中京大学 Cスクエア / 愛知）
2011 「human-frames」 （Kunst im Tunnel、他/ドイツ、シンガポール）
2011 「MOVING」（京都シネマ、アートフェア京都 / 京都）
2011 「Drawing Exhibition　ドローイングの距離」 (CAP STUDIO Y3 / 神戸)
2012 「恵比寿映像祭 フィジカルの映像」 (BYTにて参加 東京都写真美術館 / 東京)
2012 「映像芸術祭 MOVING」 (Social Kitchenにて個展、他/ 京都市内)
2012 「アートラインかしわ」(柏プラネタリウムにて個展 柏市内、他 / 千葉)
2012 「モニターとコントローラーの向こう側 -美術とテレビゲーム -」(neutron-tokyo/東京)
2013 「溶ける魚 つづきの現実」(精華大学 ギャラリーフロール, ギャラリーPARC /京都)
2013 「歩く男」(CAS / 大阪)

主な受賞
2002 「イメージフォーラムフェスティバル」 審査員特別賞 受賞
2006 「トロント・リール・アジアン国際映画祭」Wallace Most Innovative Film or Video Production Award 受賞
2006 「AMUSE ART JAM」 準グランプリ 受賞

三橋登美栄のブログ「林勇気展 (2013.9.3～15)を終えて」もご覧ください

続き... | トラックバック・コメント ( 1 )

展覧会情報 : 笹谷晃生 展
投稿者： Yuragi 投稿日時： 2013-5-27 16:18:46 (1797 ヒット)

笹谷晃生 展
景観の彫刻「野草園」

2013.6.4(火)―16(日)
10(月)休廊
12:00―19:00(最終日17:00)

ギャラリーの洋室と和室、それに庭を一体のものとして捉え、銅と鉄で作り上げた十種類ほどの野草を配して、
野草園とも呼ぶべき景観をつくりだします。　　　　　　　　　　（ 笹谷晃生）

･････････････････････････････････････････････････
･････････････････････････････････････････････････

笹谷晃生（Sasatani Teruo）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

略歴　　　　　　　　　　　　　　　　　
１９５３年　兵庫県生れ
１９７７年　東京芸術大学（彫刻科）卒業 
受賞
１９９２年　第２回ＫＡＪＩＭＡ彫刻コンクール金賞
１９９８年　第８回タカシマヤ美術賞（彫刻）
作品発表
１９８６年　個展／コバヤシ画廊／東京
１９８９年　第２５回今日の作家展　かめ座のしるし（峯村敏明構想・構成）／横浜市民ギャラリー／ 横浜市
１９９０年　個展／なびす画廊／東京
１９９２年　第２回ＫＡＪＩＭＡ彫刻コンクール／鹿島ＫＩビル・アトリウム／東京（金賞受賞）
１９９３年　第２２回現代日本美術展／東京都美術館他／東京他
１９９３年　個展／ギャラリー日鉱／東京
１９９４年　サントリー美術館大賞展’９４／サントリー美術館／東京
１９９６年　個展／ギャラリー夢創館／神戸市
１９９６年　個展／ギャラリーアパ／名古屋
１９９７年　第６回国際 シューボックス彫刻展／ハワイ大学他／Ｕ.Ｓ.Ａ.他
１９９７年　́９７兵庫の美術家／兵庫県立近代美術館／神戸市
１９９７年　個展／ギャラリーエフ／美濃加茂市
１９９８年　個展／グスト・ハウス／神戸市
２０００年　EARTH DAY 2000特別企画展　--移ろいゆく「時」、静止・封印された--「時」／ギャラリー夢創館／神戸市
２００１年　NO WHERE - NOW HERE ／Salon des Arts ／London U.K.
２００２年　タカシマヤ美術賞展／高島屋(日本橋、横浜、難波、京都)／東京他
２００２年　5th ANNIVERSARY／グスト・ハウス／神戸市
２００５年　個展／北ビワコホテル・グラツィエ／長浜市
２００７年　個展／立体造形展Vol.11／ギャラリーけやき／三田市
２００８年　個展／ＬGallery, F-１／名古屋市
２０１０年　個展／ギャラリー揺／京都市
２０１０年　個展／ＬGallery, F-１／名古屋市
２０１１年　個展／景観の彫刻　庭　笹谷晃生展／美濃加茂市民ミュージアム／美濃加茂市
２０１２年　個展／笹谷晃生展 彫刻の庭／Gallery301、301due、BAZARA倶楽部／神戸市

三橋登美栄のブログ「笹谷晃生展 景観の彫刻「野草園」（2013.6.4～16）を終えて」もご覧ください

続き... | トラックバック・コメント ( 1 )

展覧会情報 : 扇 千花 展
投稿者： Yuragi 投稿日時： 2013-5-20 12:55:11 (3455 ヒット)

扇 千花 展
余白が生まれる

2013.5.21(火)―6.2(日)
27(月)休廊
12:00―19:00(最終日1８:00)

･････････････････････････････････････････････････
･････････････････････････････････････････････････

扇　千花　
Chika OHGI

1998
国際交流基金助成を受け、国立オーストラリア大学 キャンベラ スクール オブ アートでアーティスト イン レジデンス
2000
文化庁新進芸術家国内研修員として京都市立芸術大学で研修
2001
国際交流基金助成を受け、セインズベリー センター フォー ビジュアル アーツ（イギリス）でアーティスト イン レジデンス
2006
京都市立芸術大学大学院美術研究科博士課程修了　博士（美術）

主な個展
1981、85～88、90～93、95～96、98～00、09、12
ギャラリーギャラリー・京都
1998
キャンベラ ミュージアム＆ギャラリー・オーストラリアエキジビションスペース 東京国際フォーラム・東京
1999
枚方市立御殿山美術センター・大阪
2001、08
画廊 編・大阪
2005
ギャラリーNAF・愛知

主なグループ展
1992
第15回国際ローザンヌ ビエンナーレ（スイス／オランダ／デンマーク）
1994
light and shadow -Japanese Artists in Space（ノースダコダ美術館・アメリカ）
1995
紙の世界（国立国際美術館・大阪）
2000
表出するイメージ：和紙を通した現代美術の表現（三鷹市芸術文化センター・東京）
2001
テクスチュアル スペース　（イギリス巡回）
2002
ブルガリア-日本　コンテンポラリーテキスタイルアート（ソフィア・ブルガリア）
2005
5th INTERNATIONAL TEXTILE TRIENNIAL EXHIBITION （トゥルネー・ベルギー）
2009
自宅から美術館へ（和歌山県立近代美術館）あいちアートの森（SMBCパーク栄、中央広小路ビル）
2010
第１３回国際タペストリートリエンナーレ（ウッジ、ポーランド）
2011
Bite-sized: Miniature Textiles from Japan and the UK（ロンドン／京都／名古屋）

主なワークショップ
2000
横浜美術館・神奈川
2001
福岡市美術館・福岡　　　　
2006
サントリーミュージアム・大阪

出版
ポートフォリオ コレクション4　扇千花（テロス アート パブリッシング・イギリス）

パブリックコレクション
リアスアーク美術館・宮城 和歌山県立近代美術館

三橋登美栄のブログ「扇 千花 展ー余白が生まれるー（2013.5.21～6.2)を終えて」もご覧ください

続き... | トラックバック・コメント ( 1 )

シリーズ企画 : 「ズレ」IIその2小寺絵里展
投稿者： Yuragi 投稿日時： 2013-4-16 22:06:57 (1930 ヒット)

ギャラリー揺　シリーズ企画「ズレ」IIその2
小寺絵里展

「大きくなったら簡単な魔法くらいなら使えるかもしれない」という夢や希望を水彩画のほか、和室の障子を使ったインスタレー
ションなどで表現される予定です。

2013.5.7(火)～19(日) 13(月)は休廊
12:00～19:00(最終日は17:00まで)

ひかりのほうへ

･･････････････････････････････････････････････････
･･････････････････････････････････････････････････

小寺絵里
　
略歴
1979年　大阪生まれ
2003年　京都造形芸術大学洋画コース卒
　　　
個展
2008年　ギャラリー揺（京都）
2006年　Ｏギャラリーeyes（大阪）
2005年　Ｏギャラリーeyes（大阪）
2004年　Ｏギャラリーeyes（大阪）
2003年　VOICE GALLERY（京都）

グループ展
2008年　concrete （gallery Den・大阪）
2007年　繕いの光景ー属すべき場所を探してー～二人展～（Oギャラリーeyes・大阪）
2006年　こことそこ～二人展～（専門学校アートカレッジ神戸　ギャラリー赤階段・兵庫）
　　　　　　 incubation05「砂の女」と現代の美術（京都芸術センター・京都）
2003年　想画集２　ドローイング展（VOICE GALLERY・京都）
　　　　　　 同年　stay with art~眠りの情景：水・土・火・風~（HOTEL T'POINT・大阪）

三橋登美栄のブログ「小寺絵里展（2013.5.7～19）を終えて」もご覧ください

続き... | トラックバック・コメント ( 1 )

展覧会情報 : 桐月沙樹・高原みな子展
投稿者： Yuragi 投稿日時： 2013-4-7 13:39:26 (3856 ヒット)

桐月沙樹・高原みな子展
on　the　table

2013.4.16(火)―28(日)
12:00―19:00(最終日17:00)

桐月沙樹（木版）

高原みな子（磁土）

･･････････････････････････････････････････････････
･･････････････････････････････････････････････････

桐月沙樹
KIRIZUKI Saki
1985
兵庫県生まれ
2009
東京造形大学造形学部美術学科絵画専攻領域卒業
2011
京都市立芸術大学大学院美術研究科版画修了

■個展
2012　
「temporary rooms」こ豆や、京都
「桐月沙樹展」ギャラリーヤマキファインアート、神戸
「桐月沙樹展」アートゾーン神楽岡、京都
2006
「桐月沙樹 展」nodecube gallery、東京造形大学
■グループ展
2012
「七月あたりの堂東さんと桐月さんと宮田さん」ギャラリー恵風、京都
2011
「アートアワード東京丸の内2011」行幸地下ギャラリー、東京
「七月あたりの堂東さんと桐月さんと宮田さん」ギャラリー恵風、京都
「京都市立芸術大学作品展」京都芸術大学、京都
2010
「PORT DI STAMPA」アートゾーン神楽岡、京都
「七月あたりの堂東さんと桐月さん」京都市立芸術大学小ギャラリー、京都
「new face展」 石田大成社ホール、京都　
2009
「PORT DI STAMPA」アートゾーン神楽岡、京都
「Z news」九美洞gallery、東京
2008
「H H HAN DO」文房堂ギャラリー、東京
spike Island.bristol、イギリス
「国際交流展TRANSIT」millergallery、アメリカ
2007
「国際交流展TRANSIT」東京造形大学ZOKEIギャラリー、東京
「国際交流展TRANSIT」gallery Raku、京都
「国際交流展TRANSIT」名古屋市市政資料館、名古屋
2006
「国際交流展TRANSIT」名古屋造形大学、名古屋
「HBS展」minascapeses gallery、大阪
「LIVEPAINT」advocatescafe、東京
■受賞歴
全国大学版画展/買い上げ保存賞

髙原みな子
京都生まれ 
2009 
京都精華大学芸術学部造形学科陶芸卒業
2011 
京都市立芸術大学大学院 美術研究科工芸専攻陶磁修了
現在、京都市東山区にて作陶

■入選 
2012
『ｋａｗａｉｉ＋大賞展』スパイラルガーデン 
■個展
2012
『高原みな子作陶展』Ｌｉｓｎ 青山
2012
『Minako Takahara Ceramic Exhibition』tapie style
2012
『高原みな子作陶展』Ｌｉｓｎ京都
2012
『リピートアフタ料理教室』 Gallery Ort Project
■グループ展
2013 
『綿々と』京都陶磁器会館 
2011
『おみや展ぐるり』貴匠桜
2011
『土の響きと線ゆくえ』月夜少年
2011
『12'artistes exhibition of twelve ～l love for japan 』GALLERY YONEDA
2011
『カワイイ主義宣言 vol.2』 山ノ内町立志賀高原ロマン美術館 (長野)

三橋登美栄のブログ「桐月沙樹・高原みな子展（2013.4.16～28）を終えて 」もご覧ください

続き... | トラックバック・コメント ( 1 )

展覧会情報 : 光田敦子・木村直規2人展
投稿者： Yuragi 投稿日時： 2013-3-22 15:40:03 (2333 ヒット)

光田敦子(水彩)・木村直規(陶)2人展
2013.4.2(火)―7(日)
11:00―18:00

2日(火)は5時すぎより会場にて歓談会も予定しております。
御自由に御参加下さい。　　　　　　　　　　　光田・木村

光田敦子（水彩）

木村直樹（陶）

･･････････････････････････････････････････････････
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光田敦子

経歴　　　　　１９４５年生
　　　　　　　　１９７１年　福岡にて吉村郁夫（蒼騎会・九州支部長）に師事
　　　　　　　　
グループ展　１９７３年より朱葉会展出品し現在に至る　朱葉会会員　銀座ユニグラバス展出品
個展　　　　　２００５年　京都にて　「小品展」

木村直規

　　　
経歴　　　　　１９４８年生
　　　　　　　　陶暦３５年、高等学校教員を勤めながら作陶
　　　　　　　　野焼きで世界の土器再現をライフワークにする

主な個展等　　
　　　　　　　　１９８９年　ギャラリー美藤
　　　　　　　　１９９３年　ギャラリー華仙
　　　　　　　　２０１２年　大阪経済大学８０周年記念で再現土器依頼展示
　　　　　　　　２０１２年　京橋画廊等

三橋登美栄のブログ「光田敦子・木村直規二人展（2013.4.2～7）を終えて」もご覧ください

トラックバック・コメント ( 0 )

シリーズ企画 : 「ズレ」Ⅱその1　北本裕二展
投稿者： Yuragi 投稿日時： 2013-3-10 21:56:25 (2086 ヒット)

ギャラリー揺　シリーズ企画「ズレ」Ⅱその1
北本裕二展

2013.3.19(火)～31(日) 25(月)は休廊
12:00～19:00(最終日は17:00まで)

･･････････････････････････････････････････････････
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北本 裕二
Yuji KITAMOTO

【略歴】
1981 　京都市生まれ　滋賀県大津市に育つ
2004 　京都造形芸術大学　陶芸コース卒業
2004　　同大学　陶芸コース副手（～2008）
2008　　滋賀県立陶芸の森　スタジオアーティスト
2009　　平和堂財団奨励賞
　　　　　　京都造形芸術大学　非常勤講師（～2013）

【個展】
2006　　北本裕二展
　　　　　　 『35°00‘33.084’N　135°46‘58.997’E　歩』展　GALLERYはねうさぎ(京都)
2007　　北本裕二展
　　　　　　 『35°00‘33.084’N　135°46‘58.997’E　と』展　GALLERYはねうさぎ(京都)
2008　　ＺＵＲＥシリーズその3　『point of view』 　ＧＡＬＬＥＲＹ揺（京都）
2009　　－陶　地層・探検－　ＩＮＡＸガレリアセラミカ（東京）
2010　　イッツスモールプラネット　ＧＡＬＬＥＲＹ福果（東京）
　　　　　 －陶　地層・探検－　ＩＮＡＸ世界のタイル博物館（愛知）
2011　　底のほうから　　ＧＡＬＬＥＲＹ福果（東京）
　　　　　－水平－　　ＡＲＴ　ＳＰＡＣＥ感（京都）

【グループ展等】
2003　　陶4人展　『quartette』展　GALLERYマロニエ(京都)
　　　 　　『Now Japan 舞　Dream』出展　　新風舘(京都)　　
　　　 　　友好提携20周年記念　『京都府陝西省交流芸術展』　京都府京都文化博物館
2005　　陶五人展　　祇をん小西(京都)
2006　　4人展　　M’sギャラリー12番丁(和歌山)
　 　　　　ザ☆オマモリ展2006　　GALLEＲYマロニエ(京都)　
2007　　京都府美術工芸新鋭選抜展　　京都府京都文化博物館
　　 　　　ザ☆オマモリ展2007　　GALLEＲYマロニエ(京都)
2008　　京都府美術工芸新鋭展2008　京都工芸ビエンナーレ　　京都府京都文化博物館
2008　　xhibition#5　GALLEＲY　RAKU(京都)
　　　　　　まちなかアートin信楽　陶成アートギャラリー(滋賀)
　　　　　　不器用展　　ＧＡＬＬＥＲＹ ＲＡＫＵ（京都）
2009　　New Friends,Art and Adventure:A Ceramic Art Exhibition Japan Foundation Gallery(Sydney)
　　　　　　まちなかアートin信楽　ギャラリー蓮月（滋賀）
　　　　　　第15回平和堂財団　新鋭芸術家美術展　ビバシティ彦根/滋賀県民芸術創造館（滋賀）
2010　　ガレリアセラミカの夏　器・小さなオブジェ・道具展　ＩＮＡＸガレリアセラミカ（東京）
　　　　　　jumble　まぜこぜ　　ＧＡＬＬＥＲＹ福果（東京）
　　　　　　不器用展2010　ＧＡＬＬＥＲＹ　ＲＡＫＵ（京都）
2011　　東日本大震災被災者支援　Ａｒｔ　Ｂａｚａａｒ　ＧＡＬＬＥＲＹ福果（東京）
　　　　　　第17回平和堂財団　新鋭芸術家美術展　ビバシティ彦根/しが県民芸術創造館（滋賀）
2012　　信楽ＡＣＴ　2012　（滋賀）
　　　　　　一汁一菜の器展　風の沢ギャラリー（宮城）
　　　　　　小さな宝物展　ＧＡＬＬＥＲＹ桃青大丸心斎橋店（大阪）

三橋登美栄のブログ「北本裕二展（2013.3.19～31）を終えて」もご覧ください

続き... | トラックバック・コメント ( 1 )

展覧会情報 : 井田 彪 展
投稿者： Yuragi 投稿日時： 2012-12-2 22:17:19 (2491 ヒット)

井田 彪 展 -air to air-
2012年12月4日(火)～16日(日)
12:00～19:00(最終日は17:00)　月曜定休

･･････････････････････････････････････････････････
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井田 彪　IDA AKIRA （彫刻家）

略歴

1971　京都彫刻新人展（招待出品）、京都洋画新人展(招待出品)
1973　ジャパンアートフェスティバル・アメリカ
1977　毎日現代日本美術
1978　アートナウ'78、「面＝空間」展
1989　鉄による都市彫刻展・受賞
1990　美浜町国際野外彫刻ビエンナーレ・最優秀賞受賞、現代彫刻展
1991　第4回京都美術文化賞受賞
1994　第14回神戸須磨離宮公園現代彫刻展(招待出品・受賞)、第6回倫雅賞受賞
2008　「空と風と水と」展
2012　「DOKIDOKI-陶芸の魅力×アートドキドキ」展、その他企画展・個展多数出品

三橋登美栄のブログ「井田 彪 展（2012.12.4～16）を終えて」もご覧ください

続き... | トラックバック・コメント ( 2 )

展覧会情報 : 林 康夫 展
投稿者： Yuragi 投稿日時： 2012-12-2 21:58:27 (2224 ヒット)

林 康夫 展 
2012.11.20―12.2（月曜休廊）
12:00―19:00（最終日17:00）

この度、京都で四年振りの個展を、和風、庭のあるギャラリー揺の空間で開催できることになりました。暫く続けている「寓舎」
シリーズが如何なる雰囲気をかもしますか、ご高覧をお待ち申し上げます。 林 康夫

「寓舎'12-2」2012/H40×25×19cm

･･････････････････････････････････････････････････
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林 康夫

略歴・沿革 

1950年 現代日本陶芸展　パリ、チエルヌスキー美術館　フランス 
1972年 第30回フアエンツア国際陶芸展　グランプリ受賞　イタリア 
1973年 カルガリー国際陶芸展　グランプリ受賞　カナダ 
1974年 第4回バロリス国際陶芸展　グランプリ、
ド・ヌール受賞　フランス 
1987年 第1回オビドス・ビエンナーレ　グランプリ受賞 
1994年 京展依嘱出品　京展賞受賞 
1998年 林康夫作品集を河出書房新社より刊行
数学とセラミック展（ベルリン他）　ドイツ
京都市文化功労者 
1999年 京都市美術文化賞受賞 
2000年 オペラ“牡丹亭”の舞台美術（ニースとカンヌ） 

所属団体・備考 

京都工芸美術作家協会
国際陶芸アカデミー 

三橋登美栄のブログ「林 康夫 展（2012.11.20～12.2）を終えて」もご覧ください

トラックバック・コメント ( 0 )
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